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大阪・関西万博の現在の状況について
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■起工式を実施

大阪・関西万博の開幕2年前となる2023年4月13日に、夢洲の博覧会会

場で起工式を実施。公式参加国や民間パビリオン出展者への敷地引き渡し

を行うとともに、会場建設工事を本格化していく。

個別基準の対象となる「木材」を使用した建設工事が順次開始されるものと

想定。

■International Planning Meeting（国際企画会議、IPM）を開催

大阪・関西万博の参加を招請した国・地域や国際機関を対象にIPMを開催（2022年10月、2023年6月）。万博開

催に向けた各事業の取り組み状況等について説明し、その中で調達コードの概要を紹介。

2022年10月：タイプAの参加国を対象に開催 2023年6月：タイプB・タイプCの参加国を対象に開催

起工式（2023年4月13日）



テーマウィークについて
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■テーマウィークとは

・世界中の国々が半年間にわたり同じ場所に集う万博の特性を活かし、地球的規模の課題の解決に向けて

英知を持ち寄り、対話による解決策を探る取り組み

・1週間ごとに地球的課題をテーマに設定し、主催者だけでなく、公式参加国、出展企業等の万博参加

者、全国の自治体や産業界等が集い、解決策を話し合う「対話プログラム」と、行動のための「ビジネス

交流」などを実施

■テーマ設定の考え方

大阪・関西万博の3つのサブテーマから、地球的規模の課題を幅広く対象としてテーマ構成を設定。

・『いのちを救う』の観点 → 人と地球上の生命を脅かす課題

・『いのちに力を与える』の観点 → 誰もが幸福で豊かな生活を送るための課題

・『いのちをつなぐ』の観点 → 社会を豊かにするための課題



テーマウィークについて
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■テーマ構成



2023～2025年度の主な活動内容、スケジュールについて
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今後、大阪・関西万博終了までの期間（2023～2025年度）における、調達コード関連の主な取り組みは

以下のとおり。

（１）調達コードの改定

本日審議した調達コード改定案を「持続可能性に配慮した調達コード（第２版）」として公表する。

それ以降は、見直しの要否について検討し、必要であれば調達コードを改定する。

（２）調達コード遵守状況の確認・モニタリング

調達コードの遵守状況確認等を目的に事業者ヒアリングを実施する。調達に関わる事業者からリスクの高さ

等により対象を選定してヒアリングを実施し、調達コードに関する取組状況等を確認する。また確認の結果、

必要に応じて改善や取組みの充実を求める。

（３）通報受付対応

本日審議した通報受付対応に基づき、通報受付窓口を設置し、調達コード不遵守に関する通報を受け

付け、適切に対応する。



調達コード遵守状況の確認・モニタリングについて
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大阪・関西万博の全体スケジュールを考慮し、各年度の事業者ヒアリングは以下のように計画している。

年度 大阪・関西万博 事業者ヒアリング

2023
・パビリオン敷地引き渡し、建築工事開始

・万博公式ライセンス商品販売中

主に個別基準「木材」の調達に関わる事業者、およびライセンス

商品の製造・販売に関わる事業者から対象を選定し、ヒアリング

を実施する。

2024
・催事参加者、内容等決定見込み

・営業参加（飲食、物販）参加者決定見込み

主に個別基準「農産物、畜産物、水産物、パーム油」の調達に

関わる事業者から対象を選定し、ヒアリングを実施する。

2025 ・万博開催

主に万博会場で確認できる事項（計画と実施内容の相違

等）について確認し、必要に応じて事業者に対するヒアリングを

実施する。

■２０２３年度実施内容について

今年度は主に、木材の調達に関わる事業者から契約金額の大きさ、製造所所在国等により対象を選定し、また公式

ライセンス商品の製造・販売に関わる事業者を対象にしたヒアリングを予定している。

ヒアリング実施結果について、第10回調達WG（2024年2月頃開催予定）で報告を予定。


